







































































一拍 ‐ 一刻拍案驚奇、京通 ‐ 京本通俗小説、金瓶 ‐ 金瓶梅、古今 ‐ 古今小説（喩世名言）、警
世 ‐ 警世通言、紅楼 ‐ 紅楼夢、西遊 ‐ 西遊記、儒林 ‐ 儒林外史、水滸 ‐ 水滸伝、醒世 ‐ 醒

































（３） 風月 fēng yuè 男女間の情愛事情をいう。前蜀韋荘「多情」詩：“一生風月供惆悵，到処烟花恨
別離。”『醒世』本話原文：“兪太尉是七十歳的老人家，風月之事，已是没分。”『紅楼』第十
五回：“（智能 ）如今長大了，漸知風月。” 














（９） 鄧通 dèng tōng 生没不詳。前漢、文帝の寵臣。





































































（14） 他 tā 白話。第三人称単数。
（15） 会 huì 理解する、了解する意。「できる」の意。
（16） 宋 sòng 趙匡胤（太宗）が五代最後の後周から禅譲されて建国した。歴史上、三番目に「宋」
を名乗ることで「趙宋」とも呼ぶ。近世日本の文人はこの呼称を好んだようである。北宋
（首都、汴梁）960～1127、南宋（首都、臨安）1127～1276。




（19） 高俅 gāo  qiú 北宋末期の高級官僚。『水滸伝』で梁山泊の好漢たちが打倒対象とした４奸臣の
一人。
（20） 楊戩 yáng  jiǎn 北宋末期の宦官。『水滸伝』で梁山泊の好漢たちが打倒対象とした４奸臣の一
人。




（23） 錦繡 jǐn xiù 美麗、美好な事物の譬え。
（24） 七零八落qī líng bā luò 粉砕される意。同義のことばには乱七八糟 luàn qī bā zāo，雑乱無章zá 
luàn wú zhāng，零七八碎 língqī bā suì，支離破碎 zhī lí pò suì など種々の言い方がある。
（25） 徽宗と皇帝位を禅譲された長男欽宗 qīn  zōng のこと。靖康の変で徽宗、欽宗は金の俘虜とな
り、北方に連れ去られた。
















































（28） 家道  jiā  dào「暮らし向き」の意。家庭の命運。宋 蔡絛 『鉄圍山従談』卷四：“兄念家道，死
喪殆尽，今手足独有二人。”『紅楼』第九五回：“探春心里明明知道海棠開得怪異，宝玉失的
更奇，接連着元妃姐姐薨逝，諒家道不詳，日日愁悶，那有心腸去勧宝玉 ？”
（29） 女工 nǚ gōng 本話では「裁縫、刺繍」などを指す。












（36） 仮意 jiǎ yì 故意、いつわりの情意。『古今』・ 臨安里銭婆留発迹：“婆留仮意向袖中一摸，説道：
“在下偶然出来拝一個朋友……不曾帯得甚麼采来。”『紅楼』第二九回：“因你也将真心真意瞞
起来，我也将真心真意瞞起来，都只用仮意試探。” 


















































（38） 爬起来 pá qǐ lái , pá 這う意。qǐ lái 起き上がる意。
（39） 天明 tiān  míng「天亮」。夜が明ける意。唐 杜甫 『石壕吏』詩：“天明登前途，独与老翁别。” 
宋 欧陽修『鵯鵊詞』詩：“紅紗蝋燭愁夜短，緑窓鵯鵊催天明。”明 謝肇淛 『五雑俎』天部
二：“九日天明時，以片餻搭児女頭額，更祝曰：愿児百事俱高。”
（40） 爹 diē「父」の意。他に「爸 bà」。
（41） 娘 niáng「母」の意。日本語でいう「むすめ」ではない。
（42） 痛哭 tòng kū 激しく泣く意。晋 乾宝 『晋紀総論』：“范燮必為之請死，賈誼必為之痛哭。” 明 張
居正 『帰葬事畢謝恩疏』：“母子相抱，痛哭失声。”









（45） 却是 què  shì 連語「却＋是」。近世日本では『水滸伝』などの章回小説白話常套の一語形とし
てとらえられている。「但」「但是」「可是」等と同じ。
















































（49） 啼哭 tí kū 声を上げて泣く意。『荀子 ·非相』：“俄則束乎有司而戮乎大市，莫不呼天啼哭。”唐 王
建 『原上新居』詩之五：“春来梨棗尽，啼哭小児飢。”
（50） 路用 lù yòng 原文では「盤纏」、旅費の意。清 蒲松齢 『聊斎志異』· 王蘭：“王夜与張謀，留二
百金作路用，餘尽摂去，款門而付其子。”『岐路燈』第七二回：“外与盤費四千文，以充路用。”
（51） 好生 hǎo shēng 副詞、たいへん、はなはだ。甚，很『京通』· 錯斬崔寧：“又見家中好生不済，
無心守耐。”『水滸』第四一回：“這両日聴得劫了法場，好生吃驚。”






（54） 建康 jiàn kāng 南京の古称。歴代六朝の都。
（55） 依允 yī  yǔn（相手の云うことに）素直に従う、承諾する。『醒世』「三孝廉譲産立高名」：“田
大、田二初時不肯，被田三夫婦連連催逼，只得依允。”
（56） 寧息（宁息）níng xī 安寧、平静をいう。『史記』· 秦始皇本紀：“頼宗廟，天下初定，又復立国，
是樹兵也，而求其寧息，豈不難哉！” 宋 范仲淹 『陳乞邠州状』：“俟三二年間，辺事寧息，攻
守有備，儻聖恩未移，用臣未晩。”
（57） 潤州 rùn zhōu 鎮江市辺の古称。
（58） 蘇常 sū cháng 江蘇省蘇州、常州の一帯。


















































（67） 銀子 yín zi 銀の塊り「銀錠」「馬蹄銀」は宋代から貨幣となった。使用時には重さを量り、価
格を決めたとされる。清末期から定額化される。この物語の描写でも宋代を舞台とする様子
を伝えている。現代幾らに換算されるかは不詳。なお、金での取引はなかった。
（68） 好茶 hǎo chá おいしいお茶、高級茶の意。「好」は良質を意味する。以下「好飯」高級な食事。
「好言好語 hǎo yán hǎo yǔ」善意のやさしい人を遇することばをいう。 
































































（76） 梳弄 shū  nòng 妓女がはじめて客と一夜を共にすること。顧学頡注には「或作『梳籠』」とす
る。
（77） 鴇 bǎo 年老いた妓女。鴇児 bǎo  ér鸨母。『醒世』原文：“五鼓時，美娘酒醒，已知鴇児用計，
破了身子。” また妓女をいう。




























































（85） 強横 qiáng hèng 理不尽で横暴の意。『宋史』・ 王審琦伝：“五代以来，諸侯強横，令宰不得専県
事。”





















































（87） 行戸中 háng hù zhōng 王九媽以外の妓院を指す。「行戸」については註（78）参照。
（88） 結義 jié yì 契ってむすばれた意。結義妹子は義理の妹の意。
（89） 随何 suí hé 生没不詳。秦末から漢初期の儒者、外交官。劉邦に仕えた。
（90） 陸賈 lù jiǎ 楚の人。生没不詳。劉邦に仕えた。政治家、外交官。
（91） 羅漢 luó hàn 阿羅漢のこと。仏教における聖者のこと。


















































（95） 通紅 tōng hóng 真っ赤の意。
（96） 彩頭 cǎi tóu 註（71）と同様の誤りで「粉頭」である。原文「九阿姐家有幾個粉頭，那一個趕
得上你的脚跟来」。
















































































































































（105）黄花 huáng  huā 異性と交渉のない女性。「黄花女児」は手つかずの娘の意。顧学頡注は単に
「處女」とする。
（106）牛方、原文「或是一字不識的村牛」。「村牛 cūn niú」は文盲のこと。































































（118）小厮 xiǎo  sī 年少の男の僕。初期白話小説に頻出する人を表す詞の一つ。陶冕『水滸伝訳解』
に（第４回44）「小デツチ（丁稚）」。




















































（121）相幇 xiāng  bāng 助ける意。方言。帮助。『清平山堂話本 · 快嘴李翠蓮記』：“我在家，不多時，
相幇做些道怎地？”『警世』・ 蘇知県羅衫再合：“那徐用却自有心……故意要来船上相帮。”


















































































































































































（141）手巻 shǒu  juàn 巻軸のこと。元 紀君祥 『趙氏孤児』第四折：“我如今将従前屈死的忠臣良将，




（144）丫鬟 yā huán 小間使い、女中のこと。宋 洪邁 『夷堅三志己』· 徐五秀才：“一青衣丫鬟，音韻楚
楚。” 元 王実甫 『西厢記』第五本第四折：“我只見丫鬟使数都廝覷，莫不我身辺有甚事故？”
『紅楼』第七回：“二人忙住了棋，都欠身道謝，命丫鬟們收了。”






草綱目』· 木二 · 漆：“以金州者為佳，故世称金漆。”

















































































































































































































































































































（179）典舗 diǎn  pù 当鋪。蘭日辞典の『類聚紅毛語訳』（『蛮語箋』として普及。寛政  10年）では森
島中良がいち早く登録している。




































































































































































































































































































































（212）可憐 kě lián 憐憫。『醒世』・ 三孝廉譲産立高名：“从此里中父老，人人薄許武所為，都可憐他両
個兄弟。”
（213）経紀 jīng jì 商売。『朱語』卷二六：“譬如人作折本経紀相似。”『警世』· 王安石三難蘇学士：“却
不想小経紀若折了分文，一家不得喫飯。”
（214）痴想 chī xiǎng 幻想。宋 秦観『玉楼春』詞：“支頣痴想眉愁压，咬損 銀指甲。”
（215）姜湯 jiāng tāng 生姜湯。
（216）呷 xiā 少しずつ飲む、啜る意。



































































































































































（232）狠僕 hěn pú 古例不詳。狠 hěn 凶悪の意。
（233）套子 tào  zi わな（圈套）、ペテンの意。『西游』第二七回：“師父，我若来遅，你定入他套子，
遭他毒手。”
（234）怎地 zěn dì 疑問詞。『京通 ・ 西山一窟鬼』：“我家中渾家却不知怎地盼望。”
（235）閃過 shǎn guò 不意の出現したものの意。






































































































































































































































































































































































































































































（270）儀容 yí róng 健康的な容貌。『東観漢記』· 明帝紀：“臣望顔色儀容，類似先帝。” 元 関漢卿 『五
侯宴』第二折：“這孩児儀容児清秀，模样児英杰。”
（271）魁岸 kuí àn 体が大きいこと。『漢書 · 江充伝』：“充為人魁岸，容貌甚壮。”『南史 · 袁泌伝』：“〔
袁泌〕字文洋，清正有干局，容体魁岸，志行修謹。”『醒世』本話原文：“此時朱重居移気，
養移体，容儀魁岸，非復幼時面目。”










































（275）家眷 jiā  juàn 妻子等をいう。『三国』第十四回：“十八騎燕将，保着張飛，殺出東門，玄徳家眷
在府中，都不及顧了。”『老残』第六回：“張二秃子知道勢頭不好，仗着他没有家眷 ,‘天明四
十五’逃往河南帰徳府去找朋友去了。”
（276）団円 tuán yuán親族のうち多くは夫妻をいい、久しく别れていた係累と相会うことをいう。『紅
楼』第五四回：“蓉児！和你媳婦坐在一処，倒也団円了。”
翻刻・注解「売油郎独占花魁」淡齋主人訳
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照世盃　同先生　壱冊
　　文化甲戍中秋　　尾陽書坊　風月堂孫助

